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使用上の注意事項

本機を使用する上で、下記の注意事項を必ず守って、正しい操作

を行ってください。

ここに記載されてぃる注意事項を守らずに起きた結果について、

弊社は一切の責任を負いません。

△ 警告
望遠鏡で太陽を見ないでください。失明するおそれがあり

ます。

オートフォーカスについて

オートフォーカス機構は、きわめて高精度ですが、万能ではあり

ません。目標物の大きさ・形状・コントラスト・明るさなどによ

っては、どントが合わない場合があります。Fのようなときは ,

AF/MF切替ダイヤルを MFに セットして、従来の男―トレベル
と同様に合焦ツマミを回して、手動ピント合わせを行ってくださ

い。
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使用上の注意事項

〈オートフォーカスしにくい場合〉

白い壁など極端にコントラスト

(明暗差)のない場合

目標物の前に障害物がある場合

目標物より特に明るい物体が背

景にある場合

横線や縦線のみのパターンが連
続している壁など
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使用上の注意事項

使用上の注意

■ 使用温度範囲を超える場所および温度変化の激しい場所での

保管や使用は避けてください。使用温度範囲は、-20° Cか

ら+50° Cで す。この範囲を超えると、機械が正常に作動しな

い場合があります。

∩

Ｈ

贈

６

+50°C

I
-20°C

■ 保管i」う際 tよ  必ザカースに入れ、中層箪力の加わる場所、漏笥や
ほこりの多い場所での保管は避けてください。

この説明書は、大切に保管してください。

もし紛失されて再発行を要求される)塀ガ合は、有料 (1剛税込525円 )

となりますのでご承知おきください。

造本には十分注意しておりますが、乱丁・落丁の場合はお取替え

いたします。ご購入された機種名および機オ虎ナンバー、購入日を

お近くの弊社営業所もしくは販売店までご連絡ください。正規の

ものを発送させていただきます。
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5.特別付属品 使用上の注意事項
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日 もしも、保管場所と使用場所との温度差が激しい場合は、機
械が周囲の温度になじむまで、しばらく時間をおいてから使

用してください。

■ 輸送や持ち運びに際しては、衝撃や振動を与えないように注

意してください。

了ン

■ 輸送の場合は、必ずケースに入れ、さらに緩衝材で1田包して

“こわれもの"と同等の扱いをしてください。

⑬

(A)標  尺

読取り例

標 尺 目 盛

マイクロ目盛

(B)マ イクロロ盛

123 00cm

O,77cm

123,77cm
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使用上の注意事項 5.特別付属品

日 長期間保管してあったり、衝撃や振動が加わった場合は、必
ず点検をし、異常がないのを確かめてから使用してください。

■ 修理は、販売店もしくは専門の修理工場に依頼し、自分では

絶対に分解をしないでください。分解は、かえって故障を大

きくする可能性があります。

■ その他、この取扱説明書の各項目別に記載されている注意を
守り、正 L′い測定をするように心掛けてください。

測徹榛置SM5

水準測量や土木建設工事等で、高精度を必要とする場合に使用し

ます。マイクロロ盛は、明るく見やすい光学ガラスに刻まれ、
01mm単位で直読できます。

(使用法〉

① 接眼カバーを反時言1回りに回して本機から取りはずし、カウン
ターウエイトをねじ込んで取りつけます。

② 浪」微装置を望違鏡の先端に水平に取りつけて固定します。
③ 2級標尺を視準し、マイクロツマミを回して、クサビ形十字線
で標尺の日盛を正確にはさみ込みます。

④ 標尺(A)お よびマイクロロ盛(B)を読取って測定値とします。

マイクロツマミ
カウンターウエイト

固定ツマミ

●滅番微機置を使用する機械は、焦点板をクサビ形に取り替え
てください。(交換の疎は、お求めの販売店または当社まで

ご連綸くださとヽ。)
●標尺は、2級またはこれに準じた標尺を使用してくださいb
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5.特別付属品

エルボーアイピースSBL2

狭い場所や低い位置に本横を据えつけたときなど、接眼レンズが

直接覗きにくいときに使用しま,。

上または横方向から接眼レンズが覗けるので、楽な姿勢で日標を

観源Uす ることができます。

(使用法〉

① 接日長カバーを反時計回りに回して、本横から取りはずします。

② 接眼カバ=の取付ネジにエルボーアイピースをねじ込んで取り
つけます。

③ エルボーアイピースの接眼レンズを覗きながら回して、視度合

わせをします。

接眼レンズ

エルボーアイピース

り

エルボーアイビースを取りつける前に、あらかじめ本機の視

度合わせをしておきます。

使用上の注意事項

お使いになる前に

卜 1標準構成……

1-2各部の名称……

1-3電池の装着……
2使用法
2‐ 1観測の準備
三脚の据えつけ
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機械の据えつけ………

整 準
2‐ 2観 測

読取り 。…

2-3使用例

視度合わせ ………………・・

目標視準 ……………………

・…11

-・ 12

・̈13

スタジア測量 ¨

測 角 ・………・
3保守点検
3-1使用後の手入れ

外装面の汚れ …

レンズ面の汚れ

3-2点 検
円形気泡管 ・…・

視準線の水平 ・・

4.仕 様・………………・
5.特別付属品

照明装置EP……

・̈ ……………………………・14

・・・14

エルボーアイピースsBL2

….15

…・15
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二。お使いになる前に 5.特別付F嗣品

1-1 標準相脱

本 機 ……………………… ………Ⅲ……1
レンズキャップ・・………………………呵

6Vリ チウム電池 (2CR5)… …………1
垂球―式 ,………………………………・・1

六角レンチ ・…・・

掃除刷毛 ・……・・

レインカバー ・…………………………・・1

プラスチックケース ・…………………・・J

保証書 ……………………………………・。1

取扱説明書 ・……………………………・・1

“…1

¨ ・・ 1

トンネル内や晴い場所における測量の際に用い、焦点板が照明さ

れます。

(仕 様)
光源……緑色発光ダイオード

電源…… 1.5V 単3乾電池/2個

(使用法)

① 望遠鏡先端に照明装置を取りつけます。

② スイッチを入れ、望遠鏡を覗きながら目標に適した明るさにな

るように、反射鏡ツマミを回して調節します。

照明装置

Rデ尉 響

反射鏡ツマミ

スイッチ

長期間使用しないときIよ、電池を熙朗装置から取り出して保

管してください。電池t入れたまま長く放置すると、電池の

液もれにより、熙朗装置を篇めることがあります。

置 EP
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4.仕 様 二。お使いになる前に

1×180mm364(長ケ ス

247(長 )× 153(幅 )× 149mm(高 )/2 1kg
247X150X153mm

本 機

田大 き さ 及 び質 量

W5/8″山11取 付 ネ ジ
JIS規格 B型■三 脚 取 付 部
三ツネジ球 面方 式

■整  準  装  置
01°推 膏売

1最 小 読 み
指標読み読 取 方 式

1目 盛

96mm直 径

金属分度■水  平  分  度
8ク/2mm感 度

■円 形 気 泡 管
±12補 正 範 囲

■自 動 補 正 装 置

約6000回使 用 回 数

6Vリ チウム電池 [2CR5]/1個■電 源

位相差検出方式検 出 方 式

■オートフォーカス機構

0スタジア加数

100スタジア乗数

06m最短視準距離

1°20視 界

353″25″分  解  カ
45mm対 物 有 効 径

24×28×32×倍 率

■望   通   鍋
AFL‐ 240AFL‐ 280AFL‐ 320AFL‐ 320R 1-2 各部の名称

AF/MF切替ダイヤル

合焦ツマミ

方向微動ネジ

整準ネ

気泡管ミラー

コリメーター

対物レンズ

分度回転リング

AFL‐320/AFL‐ 280/AFL‐240

オートフォーカスボタン

接限カバー

接眼レンズ

電池キャップ

AFL-320R

底板

円形気泡管

球面固定ネジ

7
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二.お使いになる前に. 3.保守点検

1-3 電池の強BJ

(l)接眼カバーを反時計回りに回して、本機から取りはずします。
② 取りつけネジをコインでゆるめ、電池キャップを取りはずします。
③ 電池の金属接点側を先にして電池を挿入し、電池キャップを取
りつけます。

接眼カバー

4

標板

(A) (B)

(点 検)
① 同一の標板を2枚用意し、50～ 100m離 れた壁の中央に本機を
据えて整準します。(A図 )

② 両方の壁を交互に視準し、それぞれの壁に読みが同じになるよ

うに標板の高さを定め、標板を固定します。

③ 一方の標板から、約2mの位置に本機を移動させ整準します。
(B図 )

rれ 面 ,.fテ】煙弁層rテ1日 盛 歩ラ ,1ブ
'1弟
れ召▼tl十 十

⑤ このとき、両方の標板の読みが同じであれば、調整の必要はあ

りません。

もし上認の点機により、操板の観みが遠う場合は、調整が必

要です。

お求めの販売磨または当社までど連絡ください。

取りつけネジ

金属接点
電池千 ヤ ツア

電池 (6Vリ チウム電池)

●尊沖が淵持すると、オ=ト フォ
ーカスボタンを押したとき

に、“ビビッ、ビピッ……"と警告書が嶋ります。警告書が
鴨ったら早めに電池を交換してください。
●保管の際は、電池の消耗を押さえるためAF/MF切替ダイ
ヤルを必ず MFに してください。

國

=・

3

視率線の水平

17



3.保守点検 2.使用法

3-2 点 検

(点 検〉
① 機械を三脚上に据えつけ、円形気泡管の泡がサークルの中央に

位置するように整準します。(10買「整準」を参照)

② 望遠鏡を180°回転させます。

③ このとき、円形気泡管の泡が中央にあれば調整の必要はありま

せん。

(調 整〉
① 円形気泡管の泡が中央から移動した場合は、整準ネジを操作し

て、泡を移動した量の半分だけ中央へ戻します。

② 残りの半分は、気泡調整ネジを付属の六角レンチで回し、泡を

正しく中央に戻します。

③ 望遠鏡を180°回転させ、泡が中央から移動しないか確かめます。

④ もしも泡が移動した場合は、①より繰り返します。

調整の際は、調整ネジが完全に締まった状態で調整を終えるよ

うにし、調整ネジは、必ず締める方向に回して回転を止めてく

ださい。戻す場合は、いったん多目に戻してから締め直します。

サークル

泡

気泡調整ネジ

2-1 観測の準備

三脚の据えつけ

① 三脚は、通常のレベル用三脚を用意します。

② 脚を適度に開き、脚頭の上面がほぼ水平になるように石突きの

位置を定めて、石突きを踏み込みます。

●勝il頭の高さは、脚の伸縮と開き具合で調整します。

●測角する場合は、勝B頭の中心が測点の真上になるように、

三脚を据えつけてください。

●起伏の激しい場所等では、球面三脚を使用することもでき

ます。

機械の据えつけ

① 本機を三脚の脚頭へのせ、

片方の手で本機を支えなが

ら、定心拝を本機になじ込

んで締めつけます。

(測角する場合〉

② 垂球掛けに、つりひもの長

さを調節して垂球を振下げ

ます。

③ 定心拝をゆるめ、本機の底

板部を指先で押して本機を

移動させ、垂球の先端が測

点に一致したところで定心

拝を締めつけます。

定心オ早

垂球掛け

機
　
　
　
頭

本
　
　
　
脚

9
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2.使用法 3.保守点検

帯 準

① 望違鏡を任意に選んだ2本の整準ネジを結ぶ線と平行に置き、そ

の2本の整準ネジを操作して、円形気泡管の泡を左右中央にしま

す。(A図 )

(2本の整準ネブは、互いに反対方向に回してください。)

② 残りの1本の整準ネジを操作して、円形気泡管の泡をサークルの

中央に合わせます。(B図 )

③ 望遠鏡を水平に180°回転させ、泡がサークルの中央より移動しな
いかを確かめます。

望遠鏡

3-1 使用後の手入れ

外装面の汚れ

① ほこりは、掃除刷毛で払い落とし、水滴は、ティシュベーパー

で吸取ります。

② 汚れは、柔らかな乾いた布で拭き取ります。

③ 汚れがひどいときは、柔らかな布を水でうすめた中性洗剤に浸

し、よく絞って拭き取ります。          X

亀レンズ面の汚れ

中ぴ
平行にする

① ほこりを掃除刷毛で払い落とします。

② 汚れは、柔らかな木綿布またはメガネ・レンズ用の掃除布で軽く

拭き取ります∩

③ 汚れがひどいときは、柔らかな木綿布にメガネ・レンズ月のクリ

ーナー液をしめらせて拭き取ります。

。本機に水がかかった場合は、水を拭き取り、乾いた場所にし

ばらく置き乾燥させてから、ケースに保管してください。

●ベンジン、シンナー、ガソリンなどの黎品は使用しないでく

ださいn

●ガラス面は、すりきずをつけないように,キ意 t′ てください。

(A)
整準ネジ

――‐整準ネジ

泡
(B) サークル

●整準ネジの回転方向と泡の移動方向の関係は、A図および

B図の矢F「 を参照してください。泡は、左手の親指の動く

方向または右子の親指と反対の方向へ移動します。

●もしも③で泡が中央から移動する場合は、16買の「円形気

海管の調整」が必要です。

・Ｏ
ｎ
廻
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2.使用法 2.使用法

ジア測置ス

2-3 使用例 J

望遠鏡の視野内にあるスタジア線を用い、機械中心から標尺まで

の距離を求めることができます。

焦点板
スタジア落長

S

距離Sは、スタジア線間にはさんだ標尺の長さ2を 100倍 した値で

す。(S=1002)

水平角の測定・設定が行えます。

分度の読取り例 三角マ
ーク

84° 30′

。今度を読む際は、なるべく正面から読むようにしてくださ

とヽ。1目盛 (1° )以下は、冨翼で 1′ 孝0目盛 (0.1°‐6◆ 単位で

饒取ります。
●麓角の穀定には、eO・ごと、こ表示される▼マークをご利用く

ださい。

2-2観 測 J

視度合わせ

① 望遠鏡を明るい方へ向け、接眼レンズを左に回していったん接

眼を引き出します。

② 接眼レンズを覗きながら、接眼を右に回し、焦点板の十字線が

最初にはっきり見えたところで回転を止めます。

②で接眼レシズを覗く際は、楽な気持ちで十字線を見るよう

にしてください。懸命に十字線を見ようとすると視差を生じ

やすく、また目の疲れる原因となります。

14 11



2.使用法 2.使用法

日

① コリメーターを使って望違鏡を目標へ向けます。

② 接目艮レンズを覗きながらオートフォーカスボタンを押し、日標

がはっきり見えると同時に目を上下に振っても目標と十字線の

関係がずれないか確口忍をします。

③ 方向微動ネジを操作して、十字線と目標を正確に合わせます。

コリメーター

日標

照準マー

オートフォーカスボタン

腕取り

標尺日盛の読み方

読取り値

誘憩けの議韓 .― なる.べ .(1縄線付近奪議蔽ってくだおtゝ 9

AF//MF切替ダイヤルが匝コのときは、オートフォーカスボタ
ンを押してもオートフォーカスは作動しません。オートフォ

ーカスで使用する場合は、AF/MF切替ダイヤルを医ヨに合わ
せます。

AF/MF切替ダイヤル   ロ ォートフオーカス
モード

匝団マニュアルフォーカス
モード

合焦ツマミ

②で目標t十申幹の園1揮 |ガ耳十年るの,ォ中昆薄|があるたりで、槻
盛力rあると測量限理・を生じることガありますも

オートフォーカスの鶴合、目標によっては、ビントが不完全

な場合がありますむこのようなときは、AF/MF綸讐ダイヤル
を匝]に切り替えてから合焦ツマミ毯回し、従来と開蘊、手
.励によるピント合わせを行って,.(電志をヽじ
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